定例記者会見発言録

日　　時：令和８年７月３日（金）14時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、産業部長、教育部長
報道機関：読売新聞社、福島民報社、福島民友新聞社
発表項目：市長から合併20周年記念式典挙行にかかる御礼後、下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　プレミアム率100％付き商品券「伊達市プレミアム応援券」を販売
資料２　市内中学校に気化熱冷風機を設置しました
[bookmark: _Hlk234225005]資料３　伊達の桃を全力応援！「一桃一会 ichimomo ichie」キャンペーンを実施します
資料４　「被爆体験伝承講話講演会」及び「広島・長崎小さな原爆展」を開催
資料５　「あじさい小径まつり2026」を開催

《合併20周年記念式典挙行にかかる御礼》--------------------------------------
先日挙行いたしました伊達市合併20周年記念式典について申し上げます。本式典につきましては、ご来賓の皆様、市民の皆様、そして関係者の皆様のおかげを持ちまして、無事に盛況のうちに終えることができました。心より感謝を申し上げます。挙式後、多くの方から温かく素晴らしい式典であったとのお声をいただき、私も感激をしているところでございます。
本式典を通じまして、伊達市のこれからこれまでの歩みと未来への決意を市民の皆様とともに再確認できたと考えています。これからも伊達市のさらなる発展を目指し、一層努力をしてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

《質疑応答》----------------------------------------------------------------

[bookmark: _Hlk234224893]プレミアム率100％付き商品券「伊達市プレミアム応援券」を販売
　　　記　者　伊達市プレミアム応援券ですが、何度目の発行となりますか。
産業部長　令和２年からやっておりますので、今回で７回目になります。

伊達の桃を全力応援！「一桃一会 ichimomo ichie」キャンペーンを実施します
　　　記　者　本日から募集開始、120人程度の人数で申し込みを受け付けているとのことですが、応募の締切日などは設けてありますか。
産業部長　本日から受付を開始しており、定員になったら受付終了ということとしています。
　記　者　今回対象者が首都圏在住の方であり、伊達市・福島県外の方になると思いますが、市として、県外や遠方の方にどのような形で周知・公募していくのか、専用のメールなどで周知していくのか、伺います。
産業部長　こちらにつきましては、一桃一会の専用のランディングページを用意しております。ふるさと納税を行っていただいた方にもお知らせをします。
市　長　今回３回目の開催ですので、１回目と２回目にご参加いただいた方にもご案内を差し上げています。

記者会見以外の質問　　
[bookmark: _Hlk234258204]本年下期開業予定のイオンモール伊達について
　記　者　伊達市堂ノ内でオープン予定のイオンモール伊達に関して、今年下期のオープンになります。現地でも外装が整いつつあり、伊達市でもアンテナショップの準備や交通関係も着々と準備を進められていると思います。大型商業施設を市内の周遊策や地域の発展に改めてどのように活かしていくのか、市長の考えを伺います。
市　長　イオンモール伊達の開業については、今年の下期とイオンモールからの発表ですので、時間も迫ってきたなと思っています。着々と市としても準備をしていますし、イオンモールに来たお客さんをいかに市内に回遊してもらうかということで、市の商工会や地域の事業者の方たちとお話をしながら、どういったコンテンツがあるか、どういうおもてなしをしていくかを今しっかり確認をしながら、詰めています。
多くの皆さんにお越しいただいて、そして伊達市を知っていただいて、伊達市の特産品を味わってもらう、大変いい機会になると思っていますので、この機会をしっかり捉えて、伊達市の発展のために頑張っていきたいと思っています。

　記　者　現在、全国的なナフサ不足や石油関係資材の物流が滞っている事態になっていますが、現時点で市長の方でイオンモールの工期が遅れているなど、そういった話などはありましたでしょうか。物流などの影響で日程が遅れるなどの話はあったのでしょうか。
市　長　物流などで工期日程が遅れるなどというのは、私の方では承知はしていません。イオンモールで発表した今年下期に向かってオープンされるものと考えております。



ももの降ひょう被害のその後について
　記　者　もものひょう被害についてですが、前回の会見時にこれから実が大きくなるにつれて被害が大きくなる、または広がっていくかもしれないとおっしゃったと思います。また、補正予算でももも農家に対しての支援をされたかと思いますが、現状として被害を受けた方のももの出荷状況はどのような状況なのか伺います。
市　長　ももはこれから出荷の最盛期を迎えます。現在ははつひめが出ています。このはつひめにおきましても、被害は相当大きいなというふうに思っています。
ひょうは限定的、集中的に降っているので、先ほど申し上げましたように、全体に対しての被害、その影響はそれほど大きくないのかなと思っています。この被害を受けた農家の方にしてみれば、８割とか９割が出荷できない。出荷をしたとしても、今までの通常の商品としての出荷ではなくて、評価が下がったものでの出荷になってしまう可能性があるということで、相当の影響がありますので、市としては限定的でありますが、影響を受けた農家に対しての支援として、今回の補正予算を組んだので、その補正予算をしっかり活用しながら、被害を受けた農家の皆さんを救済していきたいと思っています。全体的にこれからどうなるかというのは、まだちょっと分からないですけれど、被害があったものに対しても、それを出荷できるようなシステムを作っていくということで、農業関係機関とお話し合いをしています。

　記　者　システムとはどういうものでしょうか。
市　長　通常出荷する場合、すべてのももを選果ラインに乗せるわけですが、傷がついているももについては、一度、振り分けをした上で、その通常のラインとは別な出荷の仕方を考えていくことを、農業関係団体と話し合いをしているところです。

1

